
12月22日、近江公民館で餅つき交流会が行われました。参加した「近江っこクラブ」
の子どもたちが、臼

うす

と杵
きね

で餅を「ぺったん、ぺったん」。地域のお年寄りも招待し、
つきたての餅を食べながら交流を深めました。

▲

主な内容
〇大切な申告のご案内です
　（４ページ）
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「
よ
い
し
ょ
！
」
と
餅
つ
き
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け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん

に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
清
々
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
令
和
の
時
代
が
幕
を
開

け
、
陛
下
の
国
民
に
寄
り
添
う
お
言

葉
に
感
動
し
、
平
和
の
尊
さ
と
新
時

代
へ
の
希
望
に
胸
を
熱
く
し
ま
し

た
。

　

町
に
と
っ
て
令
和
元
年
は
、
国
際

法
学
者
・
安
達
峰
一
郎
博
士
の
生
誕

150
年
、
童
謡
詩
人
・
武
田
勇
治
郎
の

生
誕
100
年
、
日
立
市
と
の
友
好
都
市

提
携
15
周
年
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
節
目

の
年
で
し
た
。
記
念
行
事
な
ど
で
関

係
団
体
の
方
々
か
ら
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
で
、
全
国
各
地
で
水
害
な
ど

が
多
い
年
で
し
た
。
被
災
し
た
方
々

山辺町長

遠
え ん

藤
ど う

 直
な お

幸
ゆ き

山辺町議会議長

樋
ひ

口
ぐ ち

 和
か ず

男
お

か
し
い
年
が
明
け
ま
し
て
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
令
和
の

新
た
な
時
代
の
初
新
春
を
お
迎
え

し
、
期
待
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
み
な
さ
ま
に
は
、
議

会
へ
の
ご
理
解
と
、
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、紙
面
を
お
借
り
し
て
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
元
号
の
発
表
と
改
元
、
天
皇
陛
下

の
ご
即
位
と
折
々
に
開
か
れ
た
行
事

は
、
新
時
代
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し

い
歴
史
的
な
出
来
事
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
続
い
て
い
る
異
常
気
象

が
あ
り
ま
す
が
、
忘
却
し
得
な
い
こ

と
に
、
全
国
各
地
の
台
風
・
大
雨
に

よ
る
激
甚
災
害
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
台
風
19
号
は
、
山
辺
町
で

あ輝

謹
賀
新
年

　

紙
上
よ
り
年
賀
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
議
会
副
議
長

町
議
会
議
員

同同同同同同同同同

斉
藤
　
昭
彦

鍋
倉
　
竹
志

武
田
啓
一
郎

遠
藤
真
由
美

神
保
　
稔

渡
邉
　
裕
二

安
達
　
春
彦

伊
藤
　
恭
子

峯
田
　
博

佐
藤
　
利
和

竹
俣
　
朋

に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
心
か

ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
町
で
も
台
風

19
号
へ
の
警
戒
配
備
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
防
災
体
制
の
重
要
さ

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も

自
主
防
災
組
織
な
ど
と
連
携
し
、
全

力
を
挙
げ
て
災
害
に
備
え
て
ま
い

り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
や
健
康
へ

の
き
め
細
か
な
支
援
と
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
も
大
切
な
課
題
で
す
。ま
た
、

高
齢
者
が
元
気
に
活
躍
で
き
る
よ

う
、
介
護
予
防
や
認
知
症
予
防
に
も

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

人
に
言
わ
れ
て
や
る
の
で
は
な

く
、
自
ら
の
意
思
で
、
与
え
ら
れ
た

環
境
の
中
か
ら
成
果
を
掴
み
取
る

の
が
、
プ
ロ
（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
）
の
精
神
で
す
。
そ
し
て
、
生
み

出
し
た
成
果
以
上
に
、
互
い
の
人
間

性
を
尊
重
し
、
相
手
を
思
い
や
る
姿

に
、
人
は
感
動
を
覚
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

プ
ロ
の
精
神
が
発
揮
さ
れ
る
の

は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
な
ど
の
世
界

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ち
づ
く

り
も
、
プ
ロ
と
し
て
取
り
組
む
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
今
年
の
夏
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

も
河
川
氾
濫
の
「
避
難
勧
告
」
発
令

と
な
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
災
害
に

至
ら
ず
安
堵
し
た
こ
と
を
思
い
起
こ

し
ま
す
。
後
日
、
町
は
、
避
難
行
動

や
各
種
仕
組
み
な
ど
の
課
題
を
抽
出

し
て
、
公
助
・
共
助
・
自
助
の
点
検

と
再
検
討
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
件
は
、
安
全
安
心
を
揺
る

が
す
観
点
か
ら
、12
月
の
定
例
会
時
に
、

町
に
対
し
て
、
各
議
員
が
質
問
し
て

議
論
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
議
長
就
任
時
に
も
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
と
な
っ

た
昨
今
は
、
縮
小
し
な
が
ら
も
充
実

さ
せ
て
い
く
「
縮
充
」
の
時
代
と
、

紹
介
を
い
た
し
ま
し
た
。
当
町
が
、

今
年
参
加
を
予
定
し
て
い
る
圏
域
構

想
は
、
ま
さ
に
「
縮
充
」
の
考
え
方

に
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。「
縮

充
」
は
、
み
な
さ
ま
を
始
め
、
町
と

議
会
も
、
益
々
、
柔
軟
な
発
想
力
と

創
意
力
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

議
会
は
、
二
元
代
表
制
の
も
と
、

町
と
互
い
に
、
深
慮
審
議
を
重
ね
て
、

総
合
計
画
の
基
本
理
念
「
み
ん
な
が

つ
な
が
る　

協
働
の
ま
ち　

や
ま
の

べ
～
未
来
に
つ
な
ぐ　

自
慢
の
ま
ち

～
」
に
も
と
づ
く
基
本
計
画
の
達
成

向
上
に
議
員
一
同
、
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
引
き
続
き
「
町

民
に
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、

議
会
の
広
報
公
聴
活
動
と
し
て
「
議

催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
同
様
に
、
ス
ポ
ー

ツ
の
感
動
と
平
和
の
精
神
を
分
か

ち
合
い
、
世
界
が
一
つ
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

県
内
の
聖
火
リ
レ
ー
に
、
山
辺
町

か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
ラ
ン
ナ
ー

や
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
参
加
す
る

予
定
で
す
。
ぜ
ひ
山
辺
か
ら
、
平
和

の
祭
典
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
！

　

互
い
に
関
わ
り
合
い
、
生
き
が
い

を
持
ち
、元
気
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
、

本
当
の
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年

も
、
町
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
町

に
な
る
よ
う
念
願
し
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年頭のご　　あいさつ
令和　　２年

会
報
告
会
」
の
開
催
と
、「
議
会
だ
よ

り
」
の
発
行
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
担
い
手
育
成
と
教
育
の

面
か
ら
、
関
係
す
る
方
々
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
「
子
ど
も
議
会
」
な
ど

に
も
取
り
組
み
、
親
し
ま
れ
る
議
会

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
み
な
さ
ま
の
声

を
大
切
に
し
て
、
町
政
課
題
の
解
決

に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
議
会
お
よ

び
議
員
に
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
、
み
な
さ
ま
に

と
っ
て
、
笑
顔
で
健
や
か
に
暮
ら
せ

る
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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〇
前
年
度
に
役
場
で
住
民
税
申
告
ま

た
は
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方
に
は
、

ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ

を
送
付
し
た
方
で
も
、
申
告
の
必
要

が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
必
要
な

場
合
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告

書
は
、
申
告
相
談
時
に
聴
き
取
り
を

し
て
作
成
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
は

送
付
し
ま
せ
ん
。

〇
税
務
署
へ
の
申
告
が
必
要
と
思
わ

れ
る
方
（
税
務
署
か
ら
通
知
の
あ
っ

た
方
を
含
む
）
や
、
収
入
が
少
額
の

公
的
年
金
だ
け
と
見
込
ま
れ
る
方
、

２
０
１
９
年
中
に
転
入
さ
れ
た
方
に

は
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
上

図
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
、
ま
た
は
次

ペ
ー
ジ
『
こ
の
よ
う
な
方
も
申
告
が

必
要
で
す
！
』
な
ど
で
ご
確
認
い
た

だ
き
、
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方

は
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
広
報
や
ま
の
べ
と
一
緒
に
配
布
し

ま
し
た
『
町
県
民
税
の
手
引
き
』
も

あ
わ
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

大
切
な
申
告
の
ご
案
内
で
す

町
県
民
税
の
申
告
相
談
は

２
月
３
日
㈪
か
ら

▽ 町県民税の申告についての問合せ　税務課　町民税係　☎（６６７）１１０５大切な申告のご案内です

町県民税の申告が必要です
　ただし、１月１日現在山辺町に住民票が
ある方に扶養されている場合は不要です。

※�町外の方に扶養されている場合は申告が必要です。

町県民税の申告は不要です
　確定申告書を提出すれば、町県民税の申
告がされたものとみなされます。

町県民税の申告は基本的に不要です
　ただし、申告することで所得税の還付
を受けるなど、税額が減少する場合があ
ります。

町県民税の申告が必要です
　ただし、所得税の納付の必要がある方は
確定申告が必要です。

町県民税の申告が必要です

町県民税の申告は不要です

◇�町県民税申告書は、１月１日現在居住の市区町村に提出する必要があります。

町県民税申告　あなたは必要？不要？

スタート
昨年中（１月～12月）に収入
がありましたか？

いいえはい

　

町
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
は
、
前
年
中
の
収
入
や
、
そ
の
収
入
を
得
る
た
め
に
支
払
っ
た
経
費
（
必
要
経
費
）、
そ
れ
に
所
得
か
ら
差

し
引
か
れ
る
配
偶
者
・
扶
養
・
社
会
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
・
医
療
費
な
ど
の
各
控
除
額
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

所
得
証
明
書
や
保
険
料
の
軽
減
判
定
な
ど
の
重
要
な
資
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
な
ど
の
会
場
は
山
形
テ
ル
サ

　

申
告
書
作
成
会
場
を
山
形
駅
西
口
『
山
形
テ
ル
サ
』

に
開
設
し
ま
す
（
税
務
署
に
は
申
告
書
作
成
会
場
を

設
置
し
ま
せ
ん
）。

※
申
告
の
際
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認

書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

※
専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機

関
な
ど
の
ご
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間
／
２
月
17
日
㈪
～
３
月
16
日
㈪
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
は
除
く
。
た
だ
し
、
２
月
24
日（
月
・

振
替
休
日
）と
３
月
１
日
㈰
は
開
設
し
ま
す
）

開
設
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
開
設
時
間
内
に
申
告
書
を
作
成
で
き
る
よ
う
、
午

後
３
時
ま
で
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
混
雑
状
況
に
よ

り
、
早
め
に
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限
・
納
付
期
限
／

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税
３
月
16
日
㈪

個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消
費
税
３
月
31
日
㈫

山
形
税
務
署　

☎
（
６
２
２
）
１
６
１
１

無
料
税
務
相
談
会

日
時
／
１
月
31
日
㈮
、
２
月
１
日
㈯

午
前
の
部
：
午
前
10
時
～
正
午

午
後
の
部
：
午
後
１
時
～
３
時

場
所
／
山
形
テ
ル
サ
１
階
大
会
議
室

内
容
／
給
与
所
得
者
・
小
規
模
事
業
者
な
ど
の
税
金

相
談

相
談
料
／
無
料

東
北
税
理
士
会
山
形
支
部

☎
（
６
３
２
）
４
２
４
４

　前ページのフローチャートのほか、令和２年１月１日現在で山辺町に住所があり、次のいずれか
に該当する方も町県民税申告が必要となります。

①営業、農業、不動産（貸家・貸間・貸地・貸駐車場など）、その他の事業などの収入がある方
②�給与収入者で、勤務先から給与支払報告書が山辺町に提出されていない方。2019年中に会社な
どを退職して再就職をしていない方
③営業、農業など給与所得以外の所得が20万円を超えない方
　（所得税の確定申告は必要ありませんが、町県民税の申告が必要となります）
④2019年中に収入がなかった方
　（収入のない方でも、被扶養者になっていない方は申告が必要です）
⑤町外の方の扶養親族になっている方
　（収入がなく扶養になっている方でも、町外の方に扶養されている場合は申告が必要です）

所得税の納付・還付のため、確
定申告書を提出しますか？

昨年中の収入は公的年金だけで
すか？

昨年中に給与の支払いを受けて
いましたか？

昨年分の給与の年末調整は完了
していますか？

次に該当しますか？
・給与以外の所得がある
・�給与の支払いを２カ所以上か
ら受けている

いいえ

はい

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

このような方も申告が必要です！

【 次の方は税務署（会場は山形テルサ）での申告をお願いします 】

　青色申告の方、土地や上場株式などの譲渡所得がある方、その他の所得で税務署から通知が
あった方、平成30年分以前の過去分についての所得税の申告（還付含む）を行う方は、税務署
で申告してください。
　また、損失や譲渡など複雑な申告を要する方、住宅
ローンなどの控除の適用初年度の方は、税務署での申
告をお願いします。

※確定申告でご不明な点がある場合は、税務署にお問
　い合わせください。

申告の際の持ち物、地区ごとの申告相談受付日程表は次ページ以降に掲載しています。

確定申告

問
合
せ

問
合
せ

申
告
は
３
月
16
日
㈪
ま
で

山形テルサ

霞城公園
篠田総合
病院

至天童

マックスバリュ

至上山

至
山
形
三
中

至
県
庁

Ｊ
Ａ
山
形
市

Ｊ
Ｒ
山
形
駅

Ｐ Ｐ

Ｐ
Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｎ 霞城セントラル
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《 申告の際にお持ちいただくもの 》 《 地区ごとの申告相談受付日程表 》

期　日
対 象 地 区

場　所午前９時～11時30分
（※中・作谷沢地区除く） 午後１時30分～４時

２月

３日㈪
大杉向、森向、簗沢東部

（時間：午前９時30分～11時30分）
簗沢中部、簗沢西部

作谷沢ふれあい
  自然館４日㈫

畑谷東部、畑谷中部、畑谷西部、
畑谷南部

（時間：午前９時30分～11時30分）

沢下、館野、小針生、上芦沢、摂待、
馬牽

５日㈬
東、中丸

（時間：午前９時30分～11時30分）
前方、荒谷、湯舟、面白遅根 中支所

６日㈭ 橋本、学校前 久保、南組、北組

役場２階会議室

７日㈮ 鬼ノ目、蓮台寺、杉下 宿、荒宿、メルヘン
10日㈪ 相ノ沢、上道 熊沢
12日㈬ 西之表 天神
13日㈭ 根際１、根際４、根際５ 根際２、根際３
14日㈮ 根際６、大塚１ 根際７、根際８
17日㈪ 大塚２ 大塚３、大塚４
18日㈫ 要害２、要害３ 要害１、下原
19日㈬ 近江１、近江２ 近江３、近江４
20日㈭ 近江５ 近江６、近江８
21日㈮ 近江７、近江９、やまのべ荘 本町、駅前、仲町
25日㈫ 大手町、東町 東高楯、高楯１
26日㈬ 西高楯 高楯２
27日㈭ 弾正淵、前小路 芦沢、下裏小路
28日㈮ 上裏小路、西館 東館、西町

３月

１日㈰ 全町対象受付日（休日相談日）

２日㈪ 前ノ内、緑ケ丘３
上野、緑ケ丘２、緑ケ丘４、緑ケ丘５、
緑ケ丘６

３日㈫ 北ノ宿 上宿
４日㈬ 長嶋１、長嶋３ 長嶋２、上田小路
５日㈭ 田中、田小路、スマイルやまのべ 沢寺、南町１
６日㈮ 南町２、新町１ 南町３、新町２
９日㈪ 新町３、三河尻 鍛冶町、鍛冶町２
10日㈫ 清水町 大門町２
11日㈬ 大門町１ 大門町３、大門東光台
12日㈭ 大門町４、大門町７ 大門町５、大門町６
13日㈮ 全町対象
16日㈪ 全町対象

■ 地区ごとの申告相談日で都合がつかない場合
相談日／２月６日㈭～３月16日㈪　受付時間／午前９時～11時30分、午後１時30分～４時
場所／役場２階会議室

■ 平日に申告できない場合　※大変混み合いますので、時間に余裕をもってお越しください。
休日相談日／３月１日㈰　受付時間／午前９時～11時30分（午前中のみの受付となります）
場所／役場２階会議室

▼『e-Tax』（電子申告）での確定申告書提出が可能です
　スマホやパソコンを利用して確定申告書を作成し、『e-Tax』で自宅から提出することができます。
　詳しくは『令和元年12月15日号広報やまのべ』をご覧ください。
▼住宅ローン控除（住宅借入金等特別税額控除）の期間が延長されました
　令和元年10月１日から令和２年12月31日までの間に、消費税率10％が適用される住宅を取得して居住の用に
供した場合、住宅ローン控除の控除期間が３年間延長となり13年間となります。
　詳しくは『令和元年６月15日号広報やまのべ』をご覧ください。

開設時間内に申告書を作成できるよう、受付終了時間の１時間前までにご来場ください。

※下記以外でも、申告に必要と思われる書類がある場合は、忘れずにお持ちください。
※�源泉徴収票・証明書類は必ず原本をお持ちください。原本でない場合、またはお持ちいただくことができ
ない場合は受付することができません。

必ず必要なもの

全 員 印かん、マイナンバーカード（マイナンバーカードをお持ちでない方は、マイナンバー
通知カードと運転免許証・医療保険証など）

お持ちの方
申告案内ハガキ

（前年度役場にて住民税申告、または確定申告をされた方が送付対象です）
※所得税の還付を受ける方は申告者名義の通帳をお持ちください。

給与収入・
公的年金収入のある方

源泉徴収票（必ず原本）

営業収入・
不動産収入のある方

2019年中の収支のわかる帳簿・資料など

農業収入のある方 帳簿類、取引先からの出荷証明書、各種支払領収書など
※領収書などは費用項目別に合計額を計算し、帳簿を作成してください。

収入に関するもの

保険料控除を受ける方 2019年中に支払った社会保険料・生命保険料・地震保険料の領収書・控除証明書

医療費控除を受ける方
医療費控除の明細書または、医療保険者が交付する一定の要件を満たす医療費通
知（医療費のお知らせ）（注１）

障害者控除を受ける方 身体障害者手帳や障害者控除対象者認定書などの障がいの程度がわかる書類

 配偶者特別控除
 を受ける方

配偶者の収入がわかる書類（源泉徴収票や給与明細書など）

配偶者控除・扶養控除
 を受ける方

配偶者控除、扶養控除を予定している方全員のマイナンバーカード（必須）
※お持ちでない方は、マイナンバー通知カード（原本）と運転免許証・医療保険証などの写し

控除に関するもの

注１　一定の要件を満たす医療費通知とは、次の項目を記載したものです。
 ① 被保険者（またはその被扶養者）の氏名  ④ 療養を受けた病院、診療所、薬局その他の者の名称
 ② 療養を受けた年月  ⑤ 被保険者またはその被扶養者が支払った医療費の額
 ③ 療養を受けた者の氏名  ⑥ 保険者の名称

　ただし、これらの項目を記載することを医療保険者には義務づけるものではありません。
　また、医療費控除の特例を選択する方は、セルフメディケーション税制の明細書と健康の維持増進および疾病予防に
対する一定の取り組み（特定健康診査、予防接種、定期健康診断、健康診査、がん検診のいずれか一つ）を行ったこと
を明らかにする書類（領収書や結果通知表など）が必要です。
※�明細書添付の経過措置として領収書の添付、または提示によることができるのは今年度までです。来年度からは、明

細書の添付が必須になります。
※どちらの医療費控除を受ける場合も、人・病院・薬局ごとの合計額を必ず事前に算出してください。

大切な申告のご案内です ▽ 町県民税の申告についての問合せ　税務課　町民税係　☎（６６７）１１０５
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“未来につなげるまちづくり”への意見交換

「町政懇談会」を開催しました
政策推進課　行革推進係　☎（６６７）１１１０

　「町政懇談会」は町の主要施策について、町長と住民のみな
さんとの意見交換をとおして、相互理解による町民参加のま
ちづくりを進めるために開催するものです。
　今回は、11月８日～26日にかけて行い、町内６会場で98
人のみなさんからご参加をいただきました。「町が進める行財
政改革について」をテーマに、第３次行財政改革大綱の内容、
平成30年度からの強化策、これまでの取り組み成果などにつ
いて説明。その後、参加者との意見交換を行いました。

寄せられた主な意見、提言

【 移住・定住、交流人口関連 】
・ 若者を受け入れるための宅地造成を。
・ 夜景が美しい「星降るロード」があり、これ

を生かした宅地開発を提案したい。
・ 町施設の宿泊活用による交流人口拡大の取り

組みに町の支援を。

【 災害対応関連 】
・ 地域住民による避難所開設を検討してほしい。
・ 須川の洪水対策（堤防の強じん化）を求めたい。
・ 10月の台風19号を受けて、避難行動を円滑に

するための情報伝達（エリアメールの活用）
について検証が必要。

【 その他 】
・ ブロック協議会補助金の継続を。
・ 山辺温泉回数券の使用期限を廃止しては。
・ 県道山形山辺線（吉野宿工区）の開通見通し

を聞きたい。
・ 鳥海トンネル内の照明修繕、および県道山形

朝日線の山間部の照明設置について県へ要望
してほしい。

・ 町の花・鳥・木を改めてPRし、活用を図って
はどうか。

・市町村合併をもう一度推進すべきでは。

　少子高齢化、人口減少が急速に進む中、行政課題はますます山積していきます。今後も、子育て支援・
介護・医療への対応、学校や公民館などの公共施設の改修・更新、消防やゴミ処理に係る広域的な
行政への負担が増えていく一方、町税や地方交付税などの収入の伸びは期待できません。
　限られた財源を有効に活用し、持続可能なまちづくりを推進していくために、みなさんからのご
意見などを十分に参考としながら、「未来につなげるまちづくり」をみなさんとともに進めていきま
すので、今後ともご理解とご協力をお願いします。

中央公民館での懇談会の様子（11月８日）

▼ 折原由美子さん、西堀潤子さん
町へ
世界の良心　山辺の偉人　安達峰一郎
紙芝居一式

▼ 行政書士有路新一法務事務所
町へ
毎日新聞社重要文化財33巻
斎藤茂吉全集36巻

▼ 東邦航空株式会社
町内の小学校へ
月刊かがくのとも「ヘリコプターはっしん！」
５冊

▼   山形農業協同組合
　 全国共済農業協同組合連合会山形県本部
町へ
カーブミラー４基

▼ ゆりかご幼稚園
町へ
現金24,394円

町への贈り物ありがとうございます
　町へ寄附していただいた方々です。紙上よりお礼申し上げます。（令和元年７月～11月）

　ポスターは、動物たちが音楽祭の準備をしている様子を描きました。出演者だけでな
く、裏方の人たちも一緒に音楽祭を作っている場面を表現しています。
　最も工夫したところは、レトロな配色。多くの動物たちを登場させた分、色数はあえ
てシンプルに４色だけに絞りました。見やすいポスターにするために、文字や線の色を
変えるなど、さまざまな色の組み合わせで、何パターンも作ったことが大変でした。
　以前の童謡音楽祭の映像を見て、小さなお子さんも楽しんで参加している
様子がとても印象的でした。今年の音楽祭も、子どもから大人まで多くの世
代の方に楽しんでもらえる音楽祭となってくれたら嬉しいです。

　『やまのべ童謡音楽祭』では、町内外の人に広くこの音楽祭を知ってもらおうと、山形デザ
イン専門学校にポスターの制作を依頼しています。
　15周年の節目を迎える今年は、約１カ月の制作期間の後、同実行委員会による審査が行われ、
ビジュアルデザイン科２年の松

まつ

浦
うら

称
とな

宇
う

さんの作品が、最優秀賞に選ばれました。

やまのべ童謡音楽祭実行委員会事務局
（中央公民館内）
☎（６６４）６０３３

「やまのべ童謡音楽祭」の
ポスターができあがりました

　動物たちのかわいらしい表情にもご注目ください♪ポスターは20ページ（裏表紙）に掲載
しています。

　　作品の紹介と町民のみなさんへ一言メッセージ

9 広報やまのべ 2020.１.15
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ま
す
。
山
辺
町
で
は
平
成
30
年
度

に
９
、６
２
０
万
円
を
負
担
し
て

い
ま
す
が
、
町
内
か
ら
出
る
ご
み

の
量
が
増
え
れ
ば
、
町
の
負
担
も

さ
ら
に
多
く
な
り
ま
す
。

生
ご
み
は
「
水
切
り
」
を

　

も
や
せ
る
ご
み
の
約
４
割
を
占

め
る
生
ご
み
は
、
そ
の
約
８
割
が

水
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■ごみに関する問合せ
　町民生活課　生活環境係　☎（６６７）１１０９ 取

り
組
み
は
年
頭
か
ら

ごみ減量のお得な制度
▼家庭用生ごみ処理機購入への助成
　家庭用生ごみ処理機を購入した方へ、
購入費の２分の１以内（上限あり）を助
成しています。生ごみの肥料化に、お役
立てください。

▼集団資源回収への奨励金
　集団資源回収を実施した団体へ奨励金
を交付しています。

▼雑がみ分別袋の無料配布
　雑がみ分別袋を、町民生活
課（役場１階①番窓口）また
は支所・各公民館で無料配布
しています。

　

水
切
り
の
徹
底
で
、
も
や
せ
る

ご
み
の
量
が
減
り
、
悪
臭
予
防
や

ご
み
袋
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

　

焼
却
時
間
も
短
く
な
り
、
処
理

費
用
を
少
な
く
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

減
ら
せ
る
環
境
に
や
さ
し
い
取
り

組
み
で
す
。

　

３
Ｒ
の
心
が
け
や
「
水
切
り
」

徹
底
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
取
り

組
み
で
、
ご
み
は
減
ら
せ
ま
す
。

　

無
理
の
な
い
範
囲
で
、
年
頭
か

ら
、
ご
み
減
量
の
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご利用ください！

生ごみの「水切り」
で、もやせるごみ
が減らせるゾ！

紙は貴重な資源！
分別へのご協力を
お願いしま～す。

カミワケる～ん

シボる～ん

年頭からの取り組みで、１
年間のごみが大きく減らせ
るかもしれないネ。

増
え
て
い
る

１
人
当
た
り
の
ご
み

　

ふ
だ
ん
何
気
な
く
出
し
て
い
る

ご
み
。
平
成
28
年
度
か
ら
30
年
度

ま
で
の
、
ご
み
の
量
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。（
グ
ラ
フ
参
照
）

　

ご
み
の
総
量
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
30
年
度
に
か
け
て
、
わ
ず
か

に
減
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
１

日
で
１
人
当
た
り
が
出
す
ご
み
の

量
は
増
え
て
い
ま
す
。

　

ご
み
が
増
え
る
と
ど
う
な
る
か
、

ご
み
を
減
ら
す
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 リサイくる～ん
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紅花染め体験

鮮やかな紅の彩
いろど

り
　相模小学校３年生が12月19日に紅花染めを体
験。「歴史と伝統がつなぐ山形の“最上紅花”」
の日本農業遺産認定（平成31年２月）にちなん
だ活動で、県の提供資材を活用して児童が収穫
した紅花を使い、鮮やかに染め上げました。

租税教室

税金の大切さを考える授業
　税金の大切さを知ってもらおうと、町税務課職
員による租税教室が、12月13日に山辺小学校６年
生を対象に行われました。税金に関するアニメＤ
ＶＤを観賞した後、グループで話し合うなどして、
税金が必要な理由を楽しく学びました。

ほら、こんなに染まった！

そば打ち講座

粉に含ませる水分が鍵
　12月14日に山辺北部公民館で開かれた「そば
打ち講座」。そば店を営む阿

あ

部
べ

俊
とし

男
お

さん（新町３）
の手ほどきで、親子を含む14人が挑戦。粉に含
ませる水分の微妙な調整に苦戦しつつも、本格
的な手打ちそばを仕上げました。

在宅介護者激励会

日ごろの疲れをリフレッシュ
　12月７日に保健福祉センターで、要介護２以上の
方を在宅で介護されている方にリフレッシュしてい
ただこうと、在宅介護者激励会が開催され、19人が
参加しました。第１部は健康運動士による介護疲れ
を癒すストレッチでリラックス。第２部は山辺高校
の生徒から、ハンドマッサージを受けたり、嚥

えん

下
げ

体
操をしたほか、介護向けデザートを試食するなどし
て、日頃の疲れをリフレッシュしました。

さがみっ子議会～特別委員会報告～

児童が住みたい町の姿を提案
　ニット議会の会期中である12月６日、相模小学校
６年生による『さがみっ子議会』が開催されました。
議会に臨んだ児童たちは、町の執行部と議員を前に、
人口増加をテーマに町への思いを訴えました。
　相模小学校では、５年生の時から「町の人口を増
やすには何をすべきか」を学習してきました。この
日は、「空き家をきれいにする」「子育てしやすい町
にする」「ごみが少ない町にする」「ゆるキャラをつ
くる」など、６つの特別委員会に分かれて、これま
で考えてきたアイデアを提案。自分たちが思い描く
町の姿を堂々と発表しました。

ハンドマッサージでリフレッシュ
認知症についての〇×クイズをしました

１億円のレプリカを手にし、その重さ（10㎏）にびっくり

やや緊張した面持ちで発表に臨む児童たちが、町づくり
の場で町への思いを伝えました

楽しくそば打ちを体験しました

認知症サポーター養成講座

認知症を理解し、サポート役に
　相模小学校で12月10日、認知症サポーター養成
講座が開かれました。町の保健師が講師を務め、
認知症は老化に伴って誰でも発症する可能性が
あることを説明。児童たちは、認知症の症状や
認知症の人との接し方などについて学びました。 

だいわ
まちの

MｙTown　Topics
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お 知 らせ
雪
下
ろ
し
作
業
は

安
全
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

雪
下
ろ
し
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す

　　

雪
に
よ
る
家
屋
な
ど
の
損
壊
を

防
止
し
、
み
な
さ
ん
の
安
全
と
心

身
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、
雪
下

ろ
し
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

対
象
世
帯
／
こ
の
事
業
と
同
等
の

援
助
や
作
業
を
親
族
な
ど
か
ら
受

無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　　

弁
護
士
が
困
り
ご
と
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

日
時
／
２
月
13
日
㈭　

午
後
１
時

～
４
時

場
所
／
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

消
防
団
員
を
募
集
し

ま
す
!!

　　

消
防
団
員
は
主
と
し
て
、
災
害

に
備
え
る
訓
練
や
防
火
啓
発
活
動
、

災
害
時
は
消
火
活
動
の
み
な
ら
ず
、

避
難
誘
導
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま

　

１
月
10
日
㈮
か
ら
２
月
９
日
㈰

は
、「
雪
害
事
故
防
止
強
化
月
間
」

で
す
。
雪
に
よ
る
事
故
被
害
の
原

因
で
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
自
宅

な
ど
建
物
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作

業
中
の
事
故
で
、
特
に
高
齢
者
の

方
が
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

雪
下
ろ
し
作
業
は
、
次
の
ポ
イ

ン
ト
に
注
意
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
雪
下
ろ
し
作
業
を
業
者
の

方
に
依
頼
す
る
場
合
は
、
早
め
の

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
作
業
時
の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
作
業
は
２
人
以
上
で
行
う
。（
や

　

む
を
得
ず
１
人
の
時
は
携
帯
電

　

話
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
）

② 

服
装
は
濡
れ
に
く
く
汗
を
か
き

す
ぎ
な
い
も
の
を
着
用
す
る
。

③
は
し
ご
は
し
っ
か
り
固
定
す
る
。

　
（
足
元
・
先
端
も
し
っ
か
り
と
。

　

角
度
は
75
度
に
し
ま
し
ょ
う
）

④ 

２
ｍ
以
上
の
高
所
作
業
で
は
命

綱
が
必
須
。

⑤ 

道
具
は
ス
キ
ル
に
合
わ
せ
て
使

用
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
っ

か
り
す
る
。

⑥ 

気
温
が
高
い
時
は
屋
根
の
雪
ゆ

る
み
に
注
意
が
必
要
。

⑦
体
調
管
理
は
万
全
に
整
え
る
。

　
（
準
備
運
動
で
体
を
温
め
て
か

　

ら
作
業
を
始
め
、
早
め
の
水
分

　

補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
）

　

ま
た
、
除
雪
機
で
の
作
業
も
十

分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
細
内
容
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

防
災
対
策
課
危
機
管
理
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
９

山
形
県
総
合
的
な
雪
対
策

検
索 安全な雪下ろし作業例

安全な服装

問
合
せ

船町歩道整備事業の説明と
堺の目踏切の統廃合に関す
る意見交換会を開催します
日時／２月６日㈭　午後７時～
場所／中央公民館

大
蕨
財
産
区
議
会
議

員
選
挙

　

大
蕨
財
産
区
議
会
議
員
選
挙
が

12
月
10
日
に
告
示
さ
れ
、
無
投
票

で
次
の
方
が
当
選
し
ま
し
た
。

〈
敬
称
略
・
届
出
順
〉

　

遠
藤　

傳
七
（
78
歳
・
相
ノ
沢
）

　

村
山　

良
雄
（
68
歳
・
荒
谷
）

　

稲
村　

正
志
（
75
歳
・
中
丸)

　

稲
村　
　

健
（
75
歳
・
前
方
）

　

齋
藤　

邦
彦
（
67
歳
・
東
）

町
選
挙
管
理
委
員
会

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
１

要
介
護
認
定
者
の
方

へ
の
お
知
ら
せ

　　

令
和
２
年
度
町
県
民
税
の
申
告

に
あ
た
っ
て
、要
介
護
認
定
者
で
、

事
前
に
「
要
介
護
者
等
の
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
申
請
書
」
に
よ

る
申
請
を
行
っ
た
方
に
、「
障
害

者
控
除
対
象
の
証
明
書
」
を
交
付

し
ま
す
。

▼
要
介
護
１
～
２
の
方
は
「
障
害

者
」、
要
介
護
３
～
５
の
方
な
ど

は
「
特
別
障
害
者
」
に
認
定
さ
れ

る
方
と
同
等
の
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
７

【 おわびと訂正 】
　12月15日発行「広報やまのべ」14ページ
で、民生委員・児童委員のみなさんの紹介で、
お名前に誤りがありました。深くおわびして
次のように訂正します。
▼根際７　民生委員・児童委員
（正）佐藤菜穂子さん　（誤）佐藤奈穂子さん

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
帯
。
か

つ
、自
力
で
行
う
こ
と
が
困
難
で
、

次
の
①
～
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
世
帯

①
全
員
が
65
歳
以
上
の
世
帯

② 

障
が
い
者
の
方
が
い
る
世
帯
で
、

そ
の
方
以
外
は
全
て
65
歳
以
上

の
み
の
世
帯

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
は
対
象
外

で
す
。

申
込
み
方
法
／
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
領
収
書
の
写
し
を

添
付
の
う
え
、
担
当
の
民
生
委
員

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
領
収
書
と
申
請
者
の
名
前
は
必

ず
一
致
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

申
請
書
に
は
担
当
民
生
委
員
の
記

名
お
よ
び
押
印
が
必
要
で
す
。

※
申
請
内
容
お
よ
び
領
収
書
添
付

の
不
備
な
ど
に
よ
り
、
助
成
の
対

象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
期
限
／
３
月
９
日
㈪

助
成
金
額
／
支
払
金
額
の
半
額
を
、

１
世
帯
に
つ
き
１
回
（
中
地
区
、

作
谷
沢
地
区
は
２
回
）
ま
で
助
成

（
上
限
１
万
円
）

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
６
６
４
）
７
９
８
２

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

申
込
み
・
問
合
せ

山形県特定（産業別）最低賃金が改正されました
効力発生日／令和元年12月25日㈬

業種 時間額
一般産業用機械・装置等製造業 859円
電気機械器具等製造業 843円
自動車・同附属品製造業 858円
自動車整備業（整備に携るものに限る） 862円

　特定（産業別）最低賃金は、県内４つの
産業の基幹的労働者に適用され、山形県最
低賃金を上回る額で設定されています。

　　山形労働局労働基準部賃金室
　　　　　☎（６２４）８２２４
問合せ

申
込
み
期
間
／
１
月
16
日
㈭
～
30

日
㈭　

午
前
８
時
30
分
～
５
時　

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
制
で
、
１
人
30
分
程

度
の
相
談
時
間
に
な
り
ま
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
６
６
４
）
７
９
８
２

す
。
消
防
団
員
は
、
地
域
防
災
力

の
要
と
な
る
存
在
で
す
。
地
域
住

民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
た
め
、

ぜ
ひ
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

女
性
団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

入
団
資
格
／
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
で
18
歳
以
上
の
健
康
な
方
（
学

生
も
入
団
可
、
性
別
不
問
）

待
遇
／
公
務
災
害
補
償
、
報
酬
・

手
当
、
退
職
報
償
金
、
被
服
貸
与
、

準
中
型
免
許
補
助
な
ど

入
団
方
法
／
お
近
く
の
消
防
団
員

ま
た
は
防
災
減
災
推
進
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

防
災
対
策
課
防
災
減
災
推
進
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
９

建設課道路河川係　☎（６６７）１１１３

船町歩道事業箇所

堺の目踏切

問
合
せ

問合せ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
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●町へのご意見・ご質問をお寄せください。
�〒990-0392　山辺町緑ケ丘５　『広報やまのべ』係
�☎（６６７）１１１０　Fax（６６７）１１１２
�E-mail：kouhou@town.yamanobe.yamagata.jp
�＊いただいたお便りは広報紙に掲載させていただく場合があります。
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町
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
入
居
を
希
望
す
る
方
は
、

申
込
み
書
類
の
提
出
が
必
要
で

す
。

受
付
期
間
／
１
月
15
日
㈬
～
31
日
㈮

入
居
可
能
日
／
２
月
下
旬
ご
ろ

募
集
住
宅
／

▽
町
営
南
町
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

▽
町
営
近
江
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

応
募
資
格
／

① 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

みんなでごみを減らしましょう！
町民生活課　生活環境係
☎（６６７）１１０９

【令和元年11月のもやせるごみ量】

　　※平成30年11月との比較：－7.69ｔ
　（家庭系：－9.63ｔ、事業系：＋1.94ｔ)

　11月は前年同月より、もやせるごみの量が
減りました。分ければ“資源”、まぜれば“ご
み”です。ごみの分別と削減に努めましょう。

よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
方

② 

所
得
な
ど
が
公
営
住
宅
法
の
規

定
に
該
当
す
る
方

③
諸
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

④ 

入
居
し
よ
う
と
す
る
方
全
員
が

暴
力
団
員
で
は
な
く
、
暴
力
団

員
と
親
密
な
関
係
を
持
つ
者
で

は
な
い
方

※
詳
し
く
は
、
建
設
課
（
役
場
２

階
）
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

建
設
課
管
理
用
地
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
３

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
を

表
彰
し
ま
す

資
格
者
／
山
形
地
区
交
通
安
全
協

会
加
入
者
で
基
準
に
該
当
し
、
表

彰
を
希
望
す
る
方

表
彰
種
別
／
40
年
以
上
、
30
年
以

上
、
20
年
以
上
、
15
年
以
上
、
10

年
以
上
無
事
故
無
違
反
の
方

申
請
締
切
日
お
よ
び
表
彰
基
準
日

／
３
月
31
日
㈫

山
形
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

☎
（
６
３
２
）
５
９
２
７

踏
切
事
故
の
防
止
に

つ
い
て

　

近
年
、
積
雪
や
路
面
の
凍
結
に

よ
り
、
踏
切
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
踏
切
の
手
前
で
必
ず
一
旦
停
止

　

し
、
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
渡

　

る
。（
路
面
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ

　

プ
に
備
え
、
踏
切
手
前
で
充
分

　

に
減
速
し
、
は
っ
き
り
確
認
し

　

て
か
ら
通
行
し
ま
し
ょ
う
）

②
警
報
機
が
鳴
っ
た
ら
、
踏
切
内

　

へ
の
無
理
な
進
入
は
や
め
る
。

③
踏
切
の
な
か
に
閉
じ
込
め
ら
れ

　

た
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
ゆ
っ
く

　

り
車
を
前
進
さ
せ
る
。（
遮し

ゃ

断

　

棒
は
、
車
で
押
せ
ば
前
方
に
は

　

ね
上
が
り
ま
す
）

④
踏
切
内
で
動
け
な
く
な
っ
た
場

　

合
は
、
ま
ず
列
車
を
止
め
る
。

・
非
常
ボ
タ
ン
が
あ
る
時
は
、
カ

　

バ
ー
の
上
か
ら
強
く
押
す
。（
信

　

号
機
が
作
動
し
、
列
車
に
異
常

　

を
知
ら
せ
る
）

・
非
常
ボ
タ
ン
が
な
い
時
は
、
列

　

車
に
向
か
っ
て
大
き
く
手
を
振

　

る
な
ど
し
て
危
険
を
知
ら
せ
る
。

　
（
発
煙
筒
や
赤
色
の
物
を
使
用

　

す
る
と
効
果
的
）

・
列
車
が
停
止
し
た
後
、
付
近
の

　

人
の
協
力
を
得
て
脱
出
す
る
。

　

脱
出
後
は
最
寄
り
の
駅
に
連
絡

　

す
る
。

町
民
生
活
課
生
活
環
境
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
９

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
で
遊
ぼ
う
!!

『
１
日
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
体
験
教
室
』

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
種
目
な
ど

を
実
際
に
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
み
た
い
人
な
ど
、

山
形
県
若
者
定
着
奨

学
金
返
還
支
援
事
業

の
お
知
ら
せ

　

日
本
学
生
支
援
機
構
第
一
種
奨

学
金
ま
た
は
第
二
種
奨
学
金
の
貸

与
を
受
け
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
方
を
対
象
に
奨
学
金
の
返
還
を

一
部
支
援
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

募
集
人
数
／
４
人
程
度

募
集
期
間
／
２
月
20
日
㈭　

午
後

５
時
ま
で
（
必
着
）

政
策
推
進
課
総
合
戦
略
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
０

み
ん
な
で
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
２
月
９
日
㈰
、11
日
（
火
・

建
国
記
念
の
日
）
の
２
日
間

場
所
／
町
民
総
合
体
育
館
、
武
道

館
、
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

競
技
種
目
／

【
１
日
目　

２
月
９
日
㈰
】

剣
道
、
柔
道
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

野
球

【
２
日
目　

２
月
11
日
㈫
】

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー

対
象
者
／
町
内
の
小
学
生

参
加
料
／
500
円
（
２
日
分
の
参
加

料
、
保
険
料
含
む
）

※
団
員
の
方
は
不
要
で
す
。

申
込
み
期
限
／
１
月
27
日
㈪

申
込
み
方
法
／
各
小
学
校
で
配
布

す
る
申
込
み
用
紙
を
、
各
小
学
校

ま
た
は
町
民
総
合
体
育
館
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
各
小
学
校
で
配
布
す

る
チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

山
辺
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
町
民
総
合
体
育
館
内
）

☎
（
６
６
４
）
７
２
６
３

やまのべコミュニティバス懇話会委員を募集します！
　町民のみなさんの生活に必要な足の確保を図り、地域の実情に合ったバスの運行などについて
意見、提言をいただく「やまのべコミュニティバス懇話会」を設置しています。今後のより良い
バス運行のあり方などについて、一緒になって話し合っていただく公募委員を募集します。
【やまのべコミュニティバス懇話会】
　内容／① コミュニティバスの運行形態および利用料金について
　　　　② コミュニティバスの利用促進について　ほか
　構成／委員15人以内（公募委員を含む）
　任期／１年程度
　開催回数／３回程度（平日の日中開催）を予定
　報酬／１回あたり3,400円
【募集内容】　募集人数／２人程度
　　　　　　応募資格／コミュニティバスについて関心がある町内在住の方
【応募方法】　提出書類／応募用紙（町民生活課備付および町ホームページからダウンロード）
　　　　　　応募期間／１月15日㈬～29日㈬【必着】
　　　　　　提出先／町民生活課生活環境係（持参、郵送）
【公募委員の決定】　応募者全員に文書で通知します。
　　　　　　　　　※提出された書類の返却および選考経過についての回答は行いません。

　　町民生活課生活環境係　☎（６６７）１１０９

問
合
せ

申
込
み
・
問
合
せ

問
合
せ

問合せ

資
料
請
求
・
照
会
先

問
合
せ

お知らせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
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お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

編
集
後
記

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

「
広
報
や
ま
の
べ
」
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ

ヤ
ー
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
た
ら
、
ふ
と
謎
か
け
が

思
い
つ
い
た
の
で
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
紹
介
し
ま
す
。

「
新
年
の
あ
い
さ
つ
」
と
か
け

ま
し
て
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

と
と
き
ま
す
。
そ
の
心
は
、

ど
ち
ら
も
「
謹
賀
新
年
（
金

が
信
念
）」
で
し
ょ
う
。

…
ま
た
出
直
し
ま
す
。（
西
山
）

お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

介
護
力
講
座
を
開
催

し
ま
す

　

介
護
や
介
護
施
設
に
興
味
が
あ

る
方
、
講
話
や
実
技
を
通
し
て
介

護
力
を
身
に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

１
日
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

◆
１
日
目

日
時
／
２
月
12
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

町有バスを売却します
　町有バスを競争入札により売払います。入
札参加希望の方は、町民生活課備え付け、ま
たは町ホームページからダウンロードした入
札参加申請書などを提出してください。
入札物件／
町有バス１台（日野リエッセ）山形200は182
・型式　BDG-RX6JFBA　・総排気量　4.72Ｌ
・走行距離　304,941㎞　・乗車定員　36人
・初度登録　平成21年９月10日
・車検有効期間　車検切れ
最低制限価格／72,600円
書類受付期間／１月15日㈬～２月14日㈮（土・
日・祝日を除く）　午前８時30分～午後５時
物件の公開日時および場所／１月15日㈬～２
月14日㈮　旧山辺中敷地グラウンド東側付近

町民生活課生活環境係　☎（６６７）１１０９

家
畜
を
飼
養
し
て
い

る
方
へ

　　

家
畜
を
１
頭
、
１
羽
で
も
飼
養

し
て
い
る
方
は
、
毎
年
２
月
１
日

時
点
で
の
飼
養
頭
羽
数
な
ど
を
県

に
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

前
年
に
報
告
さ
れ
た
方
に
は
、
１

月
末
に
用
紙
が
届
き
ま
す
の
で
、

頭
羽
数
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
修

正
の
う
え
、
２
月
14
日
㈮
ま
で
に

中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
郵
送
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
新
た
に
飼
養
を
始
め
た

方
や
、
飼
養
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
用
紙
が
届
か
な
い
場
合
に

は
、
お
手
数
で
す
が
保
健
衛
生
所

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

報
告
が
必
要
と
な
る
家
畜
の
種
類

／
牛
、
水
牛
、
鹿
、
め
ん
羊
、
山

羊
、
馬
（
ポ
ニ
ー
を
含
む
）、
豚

（
ミ
ニ
豚
を
含
む
）、鶏
（
烏
骨
鶏
、

チ
ャ
ボ
を
含
む
）、
う
ず
ら
、
あ

ひ
る
（
鴨
を
含
む
）、
き
じ
、
だ

ち
ょ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥

山
形
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
（
６
８
６
）
４
４
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
８
６
）
５
７
１
５

地
域
の
森
づ
く
り
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
日
時
／
山
形
県
み
ど
り
豊
か
な
森

林
づ
く
り
推
進
事
業
に
よ
る
県
民

参
加
の
森
づ
く
り
活
動
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

支
援
す
る
活
動
内
容
／
令
和
２
年

度
中
に
実
施
す
る
取
り
組
み

①
豊
か
な
森
づ
く
り
活
動

②
自
然
環
境
保
全
活
動

③
森
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

④
木
に
親
し
む
環
境
づ
く
り

募
集
期
限
／
２
月
６
日
㈭

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
産
業
課
農
政
係
（
役

場
１
階
③
番
窓
口
）
も
し
く
は
、

村
山
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
森
づ

く
り
推
進
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
度
の
予
算
成
立
が
前
提
と

な
り
ま
す
。

産
業
課
農
政
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
６

村
山
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
森
づ

く
り
推
進
室

☎
（
６
２
１
）
８
２
４
８

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
使
用
期
限
に
ご

注
意
く
だ
さ
い

　

消
費
増
税
に
よ
る
影
響
緩
和
の

た
め
発
行
さ
れ
た
「
山
辺
町
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
と
、
山
辺
町

商
品
券
振
興
会
よ
り
発
行
さ
れ
て

い
る
「
元
気
応
援
や
ま
の
べ
券
」

の
使
用
期
間
は
、
ど
ち
ら
も
３
月

１
日
㈰
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

使
い
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

山
辺
町
商
品
券
振
興
会（
町
商
工
会
内
）

☎
（
６
６
４
）
５
９
３
９

産
業
課
商
工
観
光
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
６

問合せ

問
合
せ

申
請
先
・
問
合
せ

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
杯

『
雪
中
棚
田
サ
ッ
カ
ー

大
会
in
大
蕨
２
０
２
０
』

参
加
チ
ー
ム
募
集
!!

　

日
本
の
棚
田
百
選
に
選
定
さ
れ

た
大
蕨
の
棚
田
で
、
９
回
目
と

場
所
／
や
ま
の
べ
荘
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー（
や
ま
の
べ
荘
南
側
）

内
容
／
介
護
保
険
の
基
礎
知
識
、

町
内
に
あ
る
介
護
施
設
の
紹
介

持
ち
物
／
筆
記
用
具

◆
２
日
目

日
時
／
２
月
19
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

場
所
／
や
ま
の
べ
荘
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー（
や
ま
の
べ
荘
南
側
）

内
容
／
介
護
職
員
に
よ
る
介
護
の

実
践
的
な
講
話
、
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
体
験

持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
水
筒
、
タ

オ
ル
と
運
動
し
や
す
い
服
装

〈
１
、２
日
目
と
も
に
〉

参
加
料
／
無
料

申
込
み
期
限
：
２
月
３
日
㈪

保
健
福
祉
課
介
護
支
援
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
７

な
る
「
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
杯

雪
中
棚
田
サ
ッ
カ
ー
大
会
in
大
蕨

２
０
２
０
」
を
開
催
し
ま
す
。
銀

世
界
の
棚
田
で
雪
中
サ
ッ
カ
ー
大

会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
大
会
終
了
後
に
は
、
わ

ら
び
汁
な
ど
温
か
い
食
事
を
準
備

す
る
ほ
か
、
優
勝
し
た
チ
ー
ム
に

は
、
棚
田
米
１
俵
（
60
㎏
）
を
進

呈
し
ま
す
。

開
催
日
時
／
２
月
15
日
㈯　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

参
加
受
付
期
限
／
２
月
４
日
㈫　

午
後
４
時
（
先
着
10
チ
ー
ム
）

参
加
料
／
４
、０
０
０
円（
１
チ
ー
ム
）

※
ル
ー
ル
や
参
加
申
込
み
方
法
な

ど
の
詳
細
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
ま
が
た

斎
藤
さ
ん

☎
（
６
２
８
）
４
８
４
２

メ
ー
ル
：unicon@

jm
.kj.yam

 
agata-u.ac.jp

問
合
せ

申
込
み
・
問
合
せ

申
込
み
・
問
合
せ

インフルエンザにご注意を!!
　インフルエンザが流行しています。手洗い、
うがい、人混みでのマスク着用など、予防
と感染拡大防止に努めましょう。

問合せ
保健福祉センター　　
☎（６６７）１１７７

お知らせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

防災放送自動音声応答電話番号　☎（６２９）００１１

一度の登録で、町の災害情報などをメールで入手できます。
（登録時、メール受信時などに発生する通信料は、登録した方の負担となります。）

登録サイトアドレス（PC） 　https://service.sugumail.com/yamanobe/member/
登録サイトアドレス

（携帯・スマートフォン）
　https://service.sugumail.com/yamanobe/
　※右のQRコードをご利用ください。

防災放送自動音声応答電話番号　☎（６２９）００１１ 毎月１日の午後７時にサイレンが鳴ります

登録制メール（登録サイトアドレス）



●人のうごき（令和２年１月１日現在）　※（ ）内は前月からの増減

　 人口14,197人（-18）【男6,923人（-15）女7,274人（-3）】　世帯数4,838（＋1）　出生7人　死亡24人　転入26人　転出27人

地
球
環
境
保
護
の
た
め
に
森
林
認
証
木
を

原
料
と
し
た
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
や
ま
の
べ

第
７
５
４
号　

令
和
２
年
１
月
15
日
発
行　

編
集
発
行
／
山
辺
町
政
策
推
進
課
（
山
形
県
東
村
山
郡
山
辺
町
緑
ケ
丘
５
番
地
）　

☎
０
２
３
（
６
６
７
）
１
１
１
０


